
紙加工品（衛生用品分野）における物流の生産性向上
及びトラックドライバーの長時間労働改善に向けたアクションプラン

○ 深刻化するトラックドライバー不足への対応や、2024年に控える罰則付き時間外労働規制
の適用を見据え、ドライバーの長時間労働の改善及び物流の生産性向上は喫緊の課題。

○ 特に紙加工品の衛生用品分野（紙おむつ・生理用品）は、未だ手積み手降ろしなどの
手荷役が多く、ドライバーの長時間労働の一因となっていることからこの分野における手荷役の
改善が急務。

紙加工品物流に携わる関係者を構成員とする「紙加工品（衛生用品分野）物流研究会」を立ち上げ、この分野における手荷
役の改善＝パレット化に向けた検討を開始。

背景・経緯

令和3年10月

令和4年3月 「紙加工品（衛生用品分野）物流研究会」として、今後の取組内容を取りまとめたアクションプランを策定。

○ 令和2年度に紙加工品衛生用品分野において、バラ積みからT11型パレット輸送に変える実証実験を実施。
○ パレット化により、積込時間は大幅に短縮された一方で、バラ積みに比べ積載率の悪化が課題として浮き彫りになった。
○ パレット化を推進するためには、積載効率の低下をいかに抑えるかが課題。

T11型パレットを活用した実証実験結果
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（おむつ）

（生理用品）

荷台平面効率 最大積載ケース数

T11型 87.7% 384個
実験時
使用パレット 95.1% 512個
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メーカー 卸
T11型
実験時
使用パレット 6.4坪 3.2坪

メーカー 卸
T11型
実験時
使用パレット 6.4坪 4.4坪

メーカー 卸
T11型

実験時
使用パレット

延べ240分
(120分×2名)

延べ141分
(47分×3名)

メーカー 卸
T11型

実験時
使用パレット

延べ210分
(105分×2名)

延べ126分
(42分×3名)

• 新たなパレットサイズを活用したことで、T11型
に対応した既存パレタイザーや自動倉庫が使
用不可となり、これに伴う積付け・積替え作
業が発生。

おむつ・生理用品についてメーカー卸間のパレット輸送を実施。
実証実験では、選定した品目（SKU）に最適な新たなパレットサイズ（1050㎜×1250㎜×100㎜）を使用。
新たなパレットサイズを使用した際のメリットとデメリットを定数化し、T11型パレットを活用した際と比較。

①積載効率 ②保管スペース ③作業時間メリット デメリット デメリット

（おむつ）

• 新たなパレットサイズを活用したことにより、新
たな保管スペースが発生。• 荷台の面積を一般的な大型車（10トン）

である2.3m×9.6m＝22.08㎡と仮定。
• オムツのケースサイズを279㎜×525㎜×422

㎜、生理用品のケースサイズを458㎜×510
㎜×291㎜とそれぞれ仮定。

• 上記仮定のもとシミュレーションを実施。

• 新たなパレットサイズ（1050㎜×1250㎜×100㎜）を活用
したことにより、T11型と比べ積載効率は向上

• 一方で、メーカーや卸における新たな保管スペースの確保や
T11型に対応したパレタイザー・自動倉庫など既存設備を使え
なかったことによる積荷・積替え作業の増加

既存設備を活用できるT11型パレットを標準と
しつつ、積載効率の低下を最大限抑えるため
外装サイズのDFLを推進する。

結論

④間接業務
• 新たなパレットサイズを活用したことにより、パ

レット管理の煩雑化だけでなく、保管スペース
捻出のためのレイアウト検討業務等の間接業
務が発生。

デメリット

0525型パレットを活用した実証実験結果

※ 数値はトラック1台分の荷量で実施した結果

※ 数値はトラック1台分の荷量で実施した結果

※ 数値はトラック1台分の荷量で実施した結果

※ 数値はトラック1台分の荷量で実施した結果
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度～

T11型パレット
によるパレタイズ
の導入

DFLの促進

推進体制

荷量の多い品目(SKU)
のパレタイズの検討・導入

その他の品目(SKU)
のパレタイズの検討・導入

DFLを踏まえた外装サイズの見直し

行政の旗振り・構成員の参画によるフォローアップ・検討体制

【民間の取組み】
・ 衛生用品分野におけるパレットサイズはT11型（1,100mm×1,100mm）とする
・ T11型を活用する上で積載効率の低下を最大限抑えるため、外装サイズの最適化（DFL：Design For Logistics）を進める
【行政の支援】
・ 物流総合効率化法の枠組みに基づく支援・表彰制度の活用・周知PR
【推進体制】
・ 行政の旗振りの下、関係者によるフォローアップを行い、取組を推進する

工程表

※順不同、敬称略
※下線は座長

アクションプランの概要


